








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































助けい 〳 〵、やるぞ 〳 〵／女「まづわらはがさいて、をのれ、上着も脱いでおこしをれ／
山立「もはや堪忍してくれい／女「ていどおこさぬか／山立「いや 〳 〵、やる 〳 〵、こ
れ 〳 〵、その長太刀返せ／女「どこへ、をのれ、人の切りはじめに切つて捨てう／山立












































































































































































































⑶ 杉本つとむ編著『早大本・ 用集―?本 ・研究・索引―?』（雄山閣出版）、1975・
７・25、209頁及び古辭書叢刊刊行會編『［原 影印版・古辭書叢刊］室町末期寫・
用集・弘治二年本』（雄松堂書店）の「悪党」の項。早大本『節用集』の成立時期
は、定かではないが、一応の所、「書写年代とは別に成立はほぼ室町時代の後期の作
と推定」されている。『早大本・ 用集―?本 ・研究・索引―?』311頁の解説参
照。一方、弘治二年本『節用集』の方は、解説（川瀬一馬執筆）の表題名に出てい
るように、室町末期の書写である。
⑷ 「夜討・強盗・山賊・海賊」は、古く、鎌倉幕府が制定した武家の基本法典である「御
成敗式目」第三条の中に、所謂大犯三箇条の付けたり規定として現われて以後、中
世を通じて、悪党を呼び換える場合の最も一般的な定型的表現形式として用いられ
続けていた。拙稿「鎌倉幕府法令から眺めた「悪党」並びに鎌倉幕府の「悪党」検
断に関する諸問題」（『法制史研究』43号、1993年）等を参照されたい。
⑸ 萩原 夫校注『［第二期戦国史料叢書１］北条史料集』（人物往来社）、1966・３・15、
380・381頁。
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⑹ 矢代和夫・大津雄一『［日本合戦騒動叢書13］北条五代記』（勉誠出版）、1999・５・
20、155・156頁。
⑺ 萩原 夫校注『［第二期戦国史料叢書１］北条史料集』（人物往来社）、1966・３・15、
395頁。
⑻ 矢代和夫・大津雄一『［日本合戦騒動叢書13］北条五代記』（勉誠出版）、1999・５・
20、209頁。
⑼ 故実叢書編集部編『［新訂増補故実 書第二十五回］武家名目抄・第二』（明治図書
出版・吉川弘 館）、1955・12・１、166頁。
⑽ 故実叢書編集部編『［新訂増補故実 書第二十五回］武家名目抄・第二』（明治図書
出版・吉川弘 館）、1955・12・１、174・175頁。
? 佐藤進一・池内義資・百瀬今朝雄編『中世法制史料集・第三巻』（岩波書店）、1965・
８・４、233頁。殆ど違いはないが、小稿では、現行の漢字及び仮名を使用した。
? 金谷治訳注『孫子』（岩波文庫）、1963・９・16、146～148頁。
? 故実叢書編集部編『［新訂増補故実 書第二十五回］武家名目抄・第二』（明治図書
出版・吉川弘 館）、1955・12・１、176・177頁。
? 故実叢書編集部編『［新訂増補故実 書第二十五回］武家名目抄・第二』（明治図書
出版・吉川弘 館）、1955・12・１、175・176頁。小稿では、『甲陽軍鑑』及びその
末書以外の典拠の記事は、省略した。
? 橋本朝生・土井洋一校注『［新日本古典文学大系58］狂言記』（岩波書店）、1996・11・
20、330～332頁。ただし、挿絵は、省略した。本曲は、内容的には、寧ろ大蔵虎明
本『狂言集』中の「きん藤左衛門」の方によく似ていると思う。本曲の主人公であ
る山立の名前も、本人の名乗りから判断すれば、金藤左衛門である。なお、初期の
狂言台本としては、他に、『天正狂言本』を逸することはできまいが、『天正狂言本』
所収の狂言台本の中で、「女山立」に相当する曲が、「竹松」である。しかし、「竹松」
は、梗概程度のごく簡単な曲に過ぎず、内容的に見ても、「女山立」と余り似通った
所のない曲である。「竹松」は、極端に短い曲なので、参考用に、全文を引用してお
くが、内山弘編著『［笠間索引叢刊114］天正狂言本―?本文・総索引・研究―?』
（笠間書院）、1998・２・20、81・82頁に拠ることとし、字体・体裁等に種々の変更
を加え、文の区切りに斜線を入れた。
竹松／一 大明出て竹松とゆふ女をよひいたす／神事のとうか当た程にとてのふの
たふくかりにやる／おちの所よりかりて来る／原中にておツかけにとらるゝ／ぬす
人木かけをとツて見る／女しのひ 〳 〵にねりよる／長刀とりてつゝみのをにてくひ
を引しめ引入る／とめ
? 橋本朝生・土井洋一校注『［新日本古典文学大系58］狂言記』（岩波書店）、1996・11・
五代記』「関東の
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20、616頁に、「どうやら狂言記の元となった台本は、京都や奈良にいた群小狂言役
者たちのものであったとしか言えないようである。」との指摘があるのを参照。
? 山下宏明校注『［新潮日本古典集成（第七八回）］太平記・五』（新潮社）、1988・４・
25、181・182頁。
? 小稿では、風摩一党の人数総勢「二百人」を殊更に強調したが、悪党集団の人数と
しては、実は、それ程大きな数ではなく、風摩一党は、決して史上最大規模の盗賊
（悪党）集団ではなかったと考えられる。時代も、場所も、共に全く異なっている事
例なので、単純に比較することはできないが、中国では、前漢末の「白波、緑林の
賊」や、唐末の「黄巣の乱」、『水滸伝』によって取り分け著名な宋代の「梁山泊の
賊」その他の賊徒の集団は、実に数十万人規模に及ぶ叛徒の大集団であったとされ
ている。こうした中国の例は、別格に置くとしても、古代ローマのアレクサンデル・
セウェルス帝の治世（在位二二二―二三五年）の末期に、イタリア全土を荒らし回っ
たフェリクス・ブッラという名の山賊が率いた配下の盗賊団は、総勢六百人もいた
と言われている。塚田孝雄『ギリシア・ローマ盗賊綺譚』（中央公論新社）、2000・
３・10、９頁、259頁参照。
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